
　ＪＡＮＩ
。
２ｏは

Ｒ　ｅ　．ｖ　　ｉ　ｅ　ｗ

べ11､痢』誌、

Ｄ　ｉ　ｓ　ｃＵ

1.コ

ｔ
Ｕ

ｊｉ
ｅＧｄ

「○ＣｅＲｅｈＴ

光
洋
。
ピ
ア
ノ
は
作
曲
者
・
伊
藤
康
英
だ
が
、
こ
の
新
人
テ
ノ
ー
ル
は
平

成
2
3
年
の
「
奏
楽
堂
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
第
２
位
入
賞
。
そ
れ
を
機

に
、
聴
衆
は
そ
の
柔
軟
な
美
声
、
日
本
の
コ
ト
バ
の
明
晰
さ
、
そ
し
て
何

よ
り
詩
と
音
楽
に
対
し
て
の
万
全
の
準
備
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
く
彼
の

歌
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
梅
原
は
愛
知
県
立
芸
大
ピ
ア
ノ
科
出
身
で
、
途
中
か
ら
声
楽
に
転
向
。

び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
一
員
と
し
て
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル

の
制
作
作
品
を
ず
っ
と
歌
っ
て
き
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
の
伊
藤
康
英
も
「
奏

神崎一雄●

Kazuo Kanzaki

[録音評]ごくオーソドッ

クスなライヴ・ステージ

の収録というイメージの

録音。今日の多くのライ

ヴ・ステージの録音に比

べると，もう少し演奏に

近づきたい気がする距離

感かもしれない。いわば

ステージというフレーム

からはみ出すことがない

という感じで，歌もピ｡ア

ノも残響もすべてが柔ら

かく優しい感触で満たさ

れている。 2011年８月３

日の東京・けやきホール

での収録。　　　　〈90〉

楽
堂
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀
共
演
者
賞
の
成
績
の
持
ち
主
。
こ
の
二
人
が
聴
か
せ
て
く
れ
る
「
に
ほ

ん
の
歌
」
の
や
す
ら
ぎ
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
ほ
ど
の
「
や
さ
し
さ
」
と
「
生
き
る
ち
か
ら
」
を
与
え

て
く
れ
る
。
梅
原
光
洋
、
今
後
の
活
躍
と
、
伊
藤
康
英
歌
曲
と
の
創
造
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
よ
う
。

畑
中
良
輔
●
一
‥
ぞ
ｏ
∽
ｃ
ｙ
Φ
エ
ー
ｇ
コ
ｓ
ｙ
ｌ

　
平
井
康
三
郎
を
中
心
と
す
る
、
新
作
歌
曲
を
紹
介
す
る
「
詩
と
音
楽
の

会
」
も
、
も
う
第
4
4
回
を
迎
え
る
。
２
０
１
１
年
９
月
、
津
田
ホ
ー
ル
で

の
ラ
イ
ヴ
で
あ
る
。

　
平
井
康
三
郎
亡
き
後
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
丈
一
朗
が
そ
の
跡
を
継
い
で
今

日
ま
で
、
「
新
し
い
日
本
の
歌
」
の
創
造
に
新
鮮
な
運
動
を
続
け
て
い
る
。

　
主
宰
者
、
平
井
丈
一
朗
の
新
作
を
は
じ
め
、
そ
の
長
男
で
オ
ペ
ラ
の
作

曲
、
指
揮
で
活
躍
す
る
平
井
秀
明
な
ど
の
新
作
、
ま
た
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
の
岩

河
三
郎
な
ど
も
相
変
わ
ら
ず
魅
力
的
な
新
作
を
寄
せ
て
い
る
。

　
新
作
歌
曲
は
、
特
に
そ
れ
ら
の
初
演
者
の
質
に
左
右
さ
れ
る
。
ど
ん
な

に
い
い
曲
で
も
、
「
頼
ま
れ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
初
演
さ
れ
る

よ
う
だ
と
、
そ
四
散
の
。
い
の
ち
〃
は
死
ん
だ
も
同
然
。
聴
衆
の
共
感
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
初
演
さ
れ
る
そ
の
曲
の
。
い
の
ち
々
を
十
全
に
、

初
め
て
聴
く
も
の
の
耳
に
、
心
に
届
か
せ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
こ
の
種
の
音
楽
会
で
、
未
熟
な
ま
ま
の
歌
唱
に
出
会
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
曲
が
初
演
後
多
く
歌
わ
れ
、
聴
か
れ
る
た
め
に
、

日
本
の
歌
を
心
か
ら
愛
す
る
人
の
歌
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
ピ
ア
ニ
ス
ト
も
。
こ
の
点
、
今
回
の
演
奏
者
た
ち
の
歌
曲
へ
の
誠
実

さ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
的
確
さ
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
、
聴
か
れ
て
快
い
Ｉ

●●●●●●・●●●●●●●●●●●■

さ
れ
真
正
面
か
ら
き
び
し
く
囲

ほ
ぐ
す
役
割
を
担
い
、
《
ひ
と
ゝ

で
は
逆
に
忍
耐
の
リ
ズ
ム
で
腔

■第44回新しい日本の歌(芸術歌曲
の夕べ)

〔原裕信：二月／山田茂博:秋の蝶／具志

堅清一：小さな膏い靴一息子からの便り／井

手一敏:月の沙漠一果てなき夢／岡田正昭：

帰っておいでトンボ,他(全19曲)〕
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Kazuo Kanzaki

[録音評]拍手入り，MC

入りの，紛う方ないライ

ヴ収録。シンプルなステ

ージ収録を思わせるサウ

ンドで，そのため演奏を

包んでいる音場感(空間

情報)はまったく自然で，

凹凸感のないスムーズな

展開が気持よい。またこ

のホールのクールな響き

によって，ややもどかし

いオフ気味の距離感を置

きながら，演奏はクリア

に捉えられている。津田

ホールでの2011年９月29

日の収録。　　　　〈90〉

枚
と
な
っ
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
猪
村
浩
之
、
川
本
愛
子
、
竹
渾
嘉
明
、
小
演
妙
美
ら
が
、
手
抜

き
の
な
い
歌
唱
を
展
開
し
、
生
田
美
子
、
沼
田
宏
行
、
三
國
彰
子
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
の
び
や
か
に
歌
っ

て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
「
日
本
の
名
歌
」
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
。
初
演
で
終
わ
ら
ぬ
よ
う
に
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

が
お
も
し
ろ
い
試
み
と
言
え
芯

意
識
が
働
い
て
か
、
勉
強
会
の

伝
わ
っ
て
き
て
聴
き
手
と
し
で
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